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日本人の空間認識
右回り・左回りと東西軸・南北軸
諏訪春雄
　私たちは中国や日本各地の現地調査をくりかえし、東アジア地域の演劇の共通性と異質性
の問題を追究してきた。このような問題設定の根底には、東アジア地域古代文化の展開にお
ける、中国黄河流域の天の信仰を中心とした北方原理と長江流域の太陽の信仰を中心とした
南方原理の影響、相克、調和という事実がある。本稿では空間認識をテーマにすえてこの問
題を解明する。
　日本人には日本人の空間認識の仕方がある。その認識方法は民俗や信仰にふかく根をおろ
し、さらに美術や芸能・演劇の空間表現の形式にまで影響をおよぼしている。日本人の空間
認識を究明し、一般的には日本独自とおもわれている民俗や信仰に、じつは中国北方の天の
信仰と中国南方の太陽の信仰が顕著な影響をあたえている事実を指摘し、東アジア地域演劇
の共通性をはぐくんだ基盤をあきらかにする。
江戸の都市空間
建築史学者の内藤昌氏は近世の江戸という都市の空間構成を、「の」の字型つまり時計回
りというようにとらえている。氏はつぎのようにいう。
　江戸城を核にして、ちょうど「の」の字を書くように右渦巻き状の堀を発展させるので
す・・…・この都市計画は、きわめて特異なものです。日本はもとより、諸外国でもあまり例
をみません。これによって幕府は、諸大名の妻子を江戸に住まわせ、一年おきに参勤交代
する制度を安心して実施することができるからです1）。
　徳川家康によっておしすすめられた江戸という都市の空間構成についてのするどい指摘で
ある。内藤氏はこの認識を、慶長七年（1602）ごろから拡大してゆく江戸の都市の建設状況
を逐次しめして作成された「慶長十三年江戸図」「武州豊島郡江戸図」「正保年間江戸絵図」
などの各種地図を分析することで証明しているが、氏の直接のヒントは寛永（1624～44）ご
ろに完成した江戸の都市景観を一目でしめす国立歴史民俗博物館所蔵六曲一双「江戸図屏風」
である。氏の指摘はこの屏風の空間構成をみごとにとらえている。
　ここではっきりさせておきたいことが二つある。
35
　一つは、「江戸図屏風」の空間構成は、あきらかにはなっていないこの屏風の作者が恣意的、
独創的におこなった空間のとらえ方ではなく、事実として江戸が「の」の字型の空間構成に
なっていたということである。
　二つめは、「の」の字型とは核としての城の右側から城の周辺を右回りにめぐることである。
内藤氏は、右渦巻き状といっているように、中心である江戸城のまわりを時計回りに堀や街
路がめぐって放射状にひろがっている。
　中心のまわりを右にまわる例をさらにさぐってみよう。
　天保七年（1836）に刊行をおわった斎藤幸雄・幸孝・幸成親子編集、長谷川雪旦画の江戸
の地誌『江戸名所図会』の構成を同書掲載の目録によってしめす。
一之巻
二之巻
三之巻
四之巻
五之巻
六之巻
七之巻
日本橋本町通　神田小川町　飯田町　両国　霊巌島　八町堀　築地　鉄砲洲
芝口　愛宕下　西久保　赤羽根　三田　魚藍　白銀　芝浦
品川駅　大井　鈴ヶ森　池上　矢口　大森　蒲田　八幡　六郷　川崎　鶴見
生麦　神奈川　本牧　程ヶ谷　杉田　金沢
外桜田　霞関　永田　馬場　平川　溜池　麻布　広尾　青山　目黒　碑文谷
北沢　世田ヶ谷　渋谷　四谷千駄ヶ谷代々木高井戸武蔵野府中　玉川
　向ノ岡
市谷　牛込　小石川　大窪　柏木　成子　堀之内　中野　小金井　築土　高田
　大塚　雑司ヶ谷　巣鴨　板橋　練馬　大宮　野火止
湯島　上野　日暮里　根津　谷中　三崎　駒込　王子　川口　豊島川
浅草　下谷　根岸　山谷　橋場　千住　西新井
深川　本所　亀戸　押上　柳島　隅田川　木下川　松戸　行徳　国府台　八幡
　船橋
　一之巻の冒頭が江戸城の記述からはじまるこの地名の配置が、「江戸図屏風」と同様に、み
ごとな右回りの渦になっていることは、江戸や現代の東京についての地理の知識があれば容
易に納得がゆく。
　江戸を大観としてとらえた「江戸図屏風」の右回りの構成は、作者の構想とは関係のない
事実の反映であった。しかし、おなじ江戸をえがいていても、大観としてとらえていない
『江戸名所図会』は、作者の構想によってどのような配置も可能であったのに、やはり江戸城
を核とした右回りに景観をとらえていたことは、江戸の空間把握の仕方に右回りという型が
確立していたことをしめしている。
　切絵図は現代の区分図にあたる。寛文十年（1670）に刊行された「新版江戸大絵図」がす
でに五枚に分割されていて通称「寛文五枚図」とよばれていたが、本格的な切絵図は宝暦五
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年（1755）の吉文字屋からはじまる。江戸の全図を三十七枚にまとめた幕末の近吾堂版切絵
図の空間配置を寛文五枚図と比較してとらえてみると、やはり右回りの渦になっている。
　右回りの空間認識
　江戸という都市の実際の地形が右回りなのだから、それをえがいた地図が右回りになるの
は当然であるという論理が成立しそうである。では「の」の字の市街構成とまったく関係の
ない京都はどうか。
　平安京の空間構成の原理は中国の風水思想にもとつく四神相応である。左方（東）は青竜
にふさわしい流水、右方（西）は白虎の大道、前方（南）は朱雀の湿地、後方（北）は玄武
の丘陵をもつ平安京はさらにそのなかを碁盤の目のように街路をとおした。事実としての空
間構成は「の」の字や右回りとは無関係である。しかし、その空間を記述するとき、記述者
は右回りに京都の空間をとらえていた。
　明暦四年（1658）に刊行された『京童』は、近世における最初の京都の名所案内記である。
洛中洛外八十七ヶ所の神社、仏閣、名所、旧跡を説明している。この書の空間認識はきわめ
て荒っぽいものではあるが、内裏にはじまって右回りの渦巻きになっている。名所配置の概
要はつぎのようである。
巻第一　内裏　下御霊　誓願寺　四条河原　祇園　円山　八坂
巻第二　清水　豊国　大仏　因幡薬師　傾城町　壬生　神泉苑
巻第三　千本　今宮　上鴨　下鴨　真如堂　百万遍
巻第四　吉田　白河　新黒谷　永観堂　南禅寺　藤森　伏見　大原
巻第五　鞍馬　貴布根　大原　比叡山　湖
巻第六　愛宕　高尾　清滝　小倉山　天竜寺　嵐山　大井川　松尾
鳥羽の恋塚
太秦
　巻第一の内裏にはじまり、その右側の洛東から下方の洛南を経て、いったん洛北へゆき、
最後は洛西の太秦でおわる。南から北へというあたりに渦がみだれているが、全体として右
から左へという流れはみてとることができる。
　近世中期の安永九年（1780）に刊行された秋里簾島著の『都名所図会』は『江戸名所図会』
の手本ともなった京都の地理案内書である。この書は京都の全体を内裏を中心に左右前後の
四神に分類している。その順序はつぎのようになっている。
　巻一・巻二　中央平安城　　巻三　左青竜（平安城にむかって右）　巻四　右白虎（平
安城にむかって左）　　巻五　前朱雀　　巻六　後玄武
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　これもまた、右から左、下から上へというおおまかな右回りになっている。
　このような例はまだあげることができる。われわれが子供のころに慣れしたしんだ絵双六
は、いまはほとんど眼にすることができなくなった。この絵双六の廻り方は右回りである。
文献資料で確認できる最初の絵双六は、仏教の世界観にもとつく「浄土双六」で、室町時代
の文明年間（1469～87）には宮中であそばれていた記録がのこっている2）。
　「浄土双六」は現世とされる「南閻浮洲」を出発点の「ふりだし」に、上段の仏の世界を
めざすもので渦巻きにはなっていない。渦巻き状の絵双六は江戸時代になって出現し、木版
多色摺りの技術、出版文化の発展とともに庶民の娯楽として普及している。この絵双六の廻
り方の定型は、右下隅に「ふりだし」が設定され、右回りに渦巻き状にめぐって、終点の
「上り」はかならず中心にもうけられる。
　いま私は、幕末に大坂で刊行された「新板大坂名所名物廻絵図」という一枚の絵双六をみ
ている3）。右下隅の「天王寺」をふりだしに、時計回りとおなじ右回りに、「住吉」、「今宮
戎」、「生玉」とまわり、「天神社」、「京橋」とめぐって最後は「浪花錦城」すなわち大坂城
が上りになっている。これは現実の大坂の名所配置とは別次元の近世人の理想上の空間認識
であったというべきであろう。それは価値あるもの、聖なるものを中心においてその周りを
右回りに回転し、そのように空間を構成しなければならないという認識である。
　歌川安峰の「新板東海道五十三次道中双六」4）は右下隅のふりだしを日本橋に設定し、東海
道を品川、川崎、神奈川と通過し、最後の上りは京都御所である。
　もうすこし例をあげよう。
　各種の社寺参詣曼茶羅にえがかれた参詣する民衆の動きは、社寺の建物の配置や地勢にお
うじて各様であってそこに一定の法則性はないようにみえる。しかし、そのなかで一つの堂
塔の周辺をめぐる場面の民衆の進行方向は、確認できるかぎりでは右回りである。
八坂法観寺塔参詣曼祭羅　　三鈷寺参詣曼茶羅　　伊勢参詣曼祭羅
などである5）。
　北斎の名作「富嶽三十六景」。もしこの連作を関東をふりだしに富士を終点とした右回り
の上り双六とかんがえたらどうであろうか。そうした想定をゆるすような作品の空間配置に
なっている。この作品の現存四十六図の刊行順については、小林忠氏によって、図柄の骨格
をなす線描が藍で摺られた正編三十六図と、墨で摺られている続編十四図とにわける説が提
出されている6）。
　正編三十六枚の配置は以下のようになっている。ふりだしの「常州牛堀」にはじまり、右
回りにまず江戸を通過し、富士を右手にみながら東海道を西（左）にむかい、「尾州不二見
浦」までいっておりかえして上部をめざし、「信州諏訪湖」までゆく。そこから再度右に転じ、
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富士の周りを「甲州犬目峠」、「甲州三島越」、「甲州石斑沢」、・「甲州三坂水面」とめぐる。こ
れに続編十四枚をくわえると、この渦はいっそうみごとなかたちをなしてくる。そしてこの
絵双六の最終の上りは巡拝者が富士にのぼる「富士登山」である。
　もちろん、北斎が右回りの渦を意識していたという証拠はない。むしろ意識してはいな
かったというほうがあたっているであろう。しかし、伝統の力、認識の型は個人の意識をこ
えた集団無意識または遺伝子のうながしである。意識よりもはるかにつよい力で個人をうこ
かす衝動である。
　なぜ日本人の空間認識に右回りがあるのか。それは日本人の行動パターンに右回りがある
からであるが、その問題を解明するまえに、もう一つの空間認識である左回りについて検討
しておかなければならない。
　左回りの空間認識
　日本人の行動様式とそこから生まれた空間認識に左回りがある。時計回りと逆にまわるこ
とである。具体例を検討する。
　慶長九年（1604）の八月、豊臣秀吉の七回忌にもよおされた豊国大明神の臨時の祭礼は、数
点の屏風絵となってその盛大な様子をうかがうことができる。いわゆる「豊国祭礼図屏風」
である。そのなかでもとくに有名な作品が、狩野内膳筆の豊国神社本六曲一双と筆者未詳の
徳川黎明会本六曲一双である。両本とも左隻には京都の町衆による風流の大踊り（豊国踊り）
にくりだした群集の渦が展開しており、その流れから当時の群集の踊りの実態をとらえるこ
とができる。
　比較的動態の把握しやすい豊国神社本によってみると踊りの構成はつぎのようになってい
る。
A
B
C
D
E
中央に神の依代としての大きな風流傘が立てられている。
その周辺に三群の人たちがおどっている。
中央部の群は服装に統一がなく動きにも規則がない。
第二の輪はすべて統一された服装と所作で、二扇の輪は左回り、四扇の輪は右回り
である。
第三の輪は両扇ともにほぼ統一された服装で、膝をついて待機している。この第三
群は棒をもっているところからみても護衛の人たちである。
徳川黎明会本も動きははげしいが、構成はだいたい豊国本と一致する。
A　下京うしとら組の第一の輪は左、第二の輪は右、第三の輪は左を基本としているが、
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B
C
乱れもある。
上京一条組・上京下たちうり組の第一の輪は右、第二の輪は左、第三の輪は立ちど
まっている。
上京新在家組・上京川西川東組の第一の輪は左、第二の輪は右、第三の輪は立ちど
まっている。
　右回りを順、左回りを逆とよぶなら、風流の大踊りは内の輪と外の輪で順と逆を交互にく
りかえすものであったことがわかる。こうした風流の大踊りを継承した歌舞伎の大踊りもき
まって左回りである。これも具体例を検討する7）。
歌舞伎・婦女遊楽図
歌舞伎図
四条河原遊楽図
四条河原遊楽図
女歌舞伎図
歌舞伎図
吉原風俗・歌舞図　菱川師宣
歌舞伎図　　　　　菱川師宣
上野花見・歌舞図　菱川師宣
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遊女歌舞伎太夫総踊り
若衆総踊り
遊女歌舞伎太夫総踊り
遊女歌舞伎太夫総踊り　　静嘉堂
女歌舞伎太夫総踊り
遊女歌舞伎太夫総踊り
四季大踊り　　ボストン美術館
太平楽大踊り　　東京国立博物館
風流大踊り　　サントリー美術館
　このような例はまだ多い。楽屋が左にあり、橋掛りをとおって舞台に出れば左回りになる
という論理は通用しない。左側から登場しても舞台奥を通過して右回りになることも可能で
あるからである。橋掛りのない座敷での遊宴での遊女の総踊りの類も基本的には左回りであ
る。
　右回り・左回りの民俗
　絵画の右回りと左回りの空間構成は民俗の右回り・左回りの習俗に由来する。民俗社会に
おけるこの二つの習俗を検討してみる。
　仏教では右回り〈右邊〉を吉とし、左回り〈左邊〉を不吉とする観念がある。『佛教語大
辞典』（中村元著、東京書籍、1975年）から引用する。
【右邊】　うにょう　また右旋ともいう。右回り。常に中央に右肩を向けるように、時計
　　　　の針の回り方とおなじ回り方をする。インドの礼法。①古代インドでは貴人に
　　　　尊敬の意を表すとき、右脇を貴人に向けてその周囲を三度回った。また軍隊が
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凱旋して帰って来たときには、城壁のまわりを三度右回りして城の中に入って
いった。ヴェーダ学生は聖火を右回りする。②このような習俗が佛教にとり入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うにょうさんそう
れられたのである。インドでは仏に対して修行僧は右邊三匝するのが礼法であ
る。シナでは戒壇をめぐるのに左邊の法をとることがあり、日本でも禅宗の巡
香のときは左蓬するが、その他の行道ではすべて右逡する。
左邊についてはつぎのように説明されている。
　【左邊】　さにょう　常に中央に左肩を向けるように、時計の針と逆の回り方。不吉であ
　　　　　るとみなされた。仏を守護する夜叉神である密述力士は、もしも左邊する者が
　　　　　あれば、金剛の武器をとってその者を砕いてしまうという。
　これによって佛教との関わりはあきらかになったが、民俗における右回り、左回りの習俗
のすべてが説明されたわけではない。なによりも、なぜ佛教で右回りを吉とし、左回りを不
吉とするのか、その理由もあきらかにされなければならない。
まず、順不同に右回りの習俗をひろってみる。
　　①奈良東大寺二月堂で内陣中央の大観音をまつる須弥壇の周りを僧たちがまわるとき
　　　　右回りにまわる。また転害門などにかざられているしめ縄のかざり方は通常のかざ
　　　　り方とは逆にない始めを右側におく。
　　②日本の寺院の法要では、僧侶たちは本尊を中心に本尊に右肩をむけて右回りにまわ
　　　　る。
　　③お日待ちの行事で、朝、東にのぼる太陽をおがみ、昼、南の太陽をおがみ、夕方、
　　　　西にしずむ太陽をおがむ。
　　④長野の善光寺で、戒壇下をめぐる胎内めぐりで左からはいって右に出、本尊のまえ
　　　　を右から左にまわる。
　　⑤大分県では牛に黎をひかせて水田をすくのは右回りである．
　　⑥　奈良県桜井市初瀬長谷寺の修二会のだだおしで出現した赤・青・緑の三匹の鬼は、
　　　　まず本尊の観音の周囲を三周し、そのあと大松明に追われて回廊をめぐる。その回
　　　　り方はどちらも右回りである。
　　⑦大分県宇佐市の宇佐神宮の御田植祭では右回りにまわる．
　　⑧大分県国東半島の修正鬼会で僧侶が祭壇の周りを右回りにまわる．
　　⑨神社の社殿でお神酒をいただくさいの盃の回り方は右回りである。
　　⑩各地の湯立て神楽で舞庭の中心にすえられた釜の周囲を舞人は右回りに旋回する。
　　⑪空也念仏で首からつるした鉦鼓をたたきながら僧たちは護摩壇の周りを右回りにま
　　　　わる。
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⑫沖縄八重山地方の盆や節に演じられるアンガマは仏壇のまえを巻踊りで右回りにま
　　わる。
　これらの事例のほとんどは佛教の習俗として説明がつきそうである。しかし、③⑤⑦など
は佛教では説明がつかない。しかも日本の民俗には、仏教では不吉とする左回りの習俗が多
数存在することは、そこに佛教以外の原理の存在を予想させる。
　つぎに左回りの例をあげる。具体例を多くあつめている松永和人『左手のシンボリズム』
（九州大学出版会、1995年）から主として引用する。事例が九州に集中しているのは、著者
のフィールドワークの地域が九州であるからである。
①神社のしめ縄は左絢いである。
②大分県日田郡の氏神の祭りでは社殿の周りを左回りにまわりながら神前にそなえる
　　餅を四箇所でついてまわる。
③大分、福岡などの各県の農村では葬式の出棺のさいに、庭あるいは家を出た外の道
　　で、棺を左回りに三回まわす。
④九州地区で土葬用の縄は左絢いである。
⑤大分県日田郡の農村ではかつて土葬であったころ、墓穴に棺をおさめたのち、左回
　　りにまわりながら四箇所で土をかけた。
⑥鹿児島県の徳之島では、眼病の祓いにつかうチガヤの綱、舟おろしにつかうチガヤ
　　の綱、正月のしめ縄、葬式用の綱、十五夜の綱引きの綱などがすべて左絢いである。
⑦福岡県甘木市の農村の小正月行事ドンド焼きに点火するとき、火をもって左回りに
　　まわる。
⑧宮崎県北部の五ケ瀬川で新造船の進水式で、船大工は川岸に御幣を立て、船を左回
　　りに三回まわしている。
⑨鹿児島県の田の神祭りで神像の周りを左回りにまわる。
　以上のようにわが国の習俗に顕著に対比して見出すことのできる右回りと左回りはなにを
意味しているのか。この問題についてつぎにかんがえてみる。
　右回り・左回りについての従前説
　これまでに提出されている主要な説を整理してしめす。
　1　佛教の右邊・左逡
　この説についてはすでに紹介した。佛教行事における右回りの優位についてはこの説で解
釈できる。
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　2　相補的二元構造論
　イギリスの社会人類学者ロドニー・ニーダム（Rodney　Needham　1923～）が『祭司の左手
一メル族のシンボリズム構造分析ノート』（1960年）そのほかで展開している説である。ア
フリカ・ケニアのメル族やウガンダのニョロ族などが、左手に呪術・宗教的な意味をあたえ
て重視している事実に注目し、左を聖、右を俗としてとらえ、この二つを相互に補完しあう
二元構造または二項対比として説明した。
　3　太陽とともにまわる右回りと太陽にさからう左回り
　太陽との関係は一般的にいわれている説であって最初にいいだした個人を特定することは
できない。たとえば大野晋氏は、左の語源として、「ヒダリは、太陽の輝く南を前面として、
南面して東の方にあたるので、ヒ（日）ダ（出）リ（方向）の意か」（r岩波古語辞典』）と推
定する。ここで大野氏のいう左は右回りの右にあたることに注意しておきたい。
　　　　お
　4　神招ぎと神懸り
　民俗芸能研究者の後藤淑氏が民間神楽の踊り方に順（右回り）と逆（左回り）があること
から提示した説である8）。東京赤坂の日枝神社の巫女舞の逆回りが神招ぎ、順回りが神懸り
とする伝承によって立てた説である。
　5　左は魔ばらい
　右を順とし、左は逆、逆さとみなし、その意味を魔ばらいとみる説である。はやく柳田國
男は「逆さ」に注目し、その意味を魔ばらいあるいは境界ととらえていた。類似の考えは折
口信夫にもある。この二人は左について論じているのではないが、左を右の逆さととらえ、
その意味を魔ばらいとする。松永和人氏が前掲の著書『左手のシンボリズム』で展開してい
る説である。
　以上、現在、左右のシンボリズムの解釈として提出された五つの説を紹介した。いずれも
わが国の民俗事象の一部は説明することができても、全体を説明しきることはできない。
　右回りを吉、左回りを不吉とする1は佛教儀礼や佛教習俗の浸透している社会には適用可
能であるが、佛教をはなれたときは適応性があぶなくなる。左手を聖、右手を俗とする2は、
本人にむかって相対すれば本人の左手は右回り、右手は左回りとなり、佛教の教説にもつう
じて興味ぶかい説ではある。3は普遍性のある説であって、右を順、左を逆とすることもこ
の原理で説明がつく。しかし、民俗の習俗で左を重視する多くの事例を完全には説明してい
ない。4は右、左のシンボリズムがシャーマニズムにかぎられない拡がりのある民俗である
ことをかんがえると、一個の学説として成立しうるかどうかあやぶまれる。5の魔ばらい説
も民俗の一部には適応するが、全体を説明しきることはできない。
　以上、五つの説明法はそれぞれに特色をもっているが、それだけでは完全とはいいかねる
点がのこる。
　さらに私が説明しようとしていることは、右回り、左回りの空間構成であって、かならず
しも右と左ではない。右と左のシンボリズムにくわえて、さらに回ることで空間を構成する
ことの意味も問われなければならない。
　あたらしい視点でさらにこの問題をかんがえてみよう。
　旋回は秩序と生命を更新する
　『古事記』や『日本書紀』にしるされているイザナギ・イザナミの聖婚神話は旋回の意味
をよくしめしている。『古事記』にはつぎのようにつたえられている。イザナギ・イザナミ
の両神はオノゴロ島におりられて、天の御柱を見立てられ、その周りをまわって結婚される
ことになった。イザナミは右から、イザナギは左からまわり、イザナミのほうが先に「なん
とすばらしい男性でしょう」ととなえ、イザナギは後からとなえた。そのために結婚が失敗
したので、天つ神の指示で占いをして、柱をもう一度まわって、今度はイザナギが先に「な
んとすばらしい娘でしょう」ととなえて、無事に結婚をおえることができた。
　柱をめぐって結婚することは、中国南方の少数民族、たとえば雲南省や貴州省の苗族に現
在もおこなわれている習俗である。さらに神婚伝承にさかのぼれば、トン、トウチャ、チワ
ン、ブイ、コーラオなどの各民族につたえられている。このことについては、べつの機会に
くわしくのべたい。こうした伝承が日本の古代に稲作の文化とともにつたえられて「記紀神
話」になったものとかんがえられる。
　ここでまずあきらかにしておかねばならないことは、『古事記』にいう右回り、左回りの
意味である。日本の古典文学の左はつぎのように説明される。
　正面を南に向けたときの東側にあたる側。人体を座標軸にしていう。人体では心臓の通
常ある側。東西に二分したときの東方。（『日本国語大辞典』）
　つまりこれまでこの章で右回りといってきたその右を左といっていることになる。じつは
その根拠は中国にある。「天は左旋し、地は右動す」（r春秋緯・元命包』）、「北斗の神に雌雄有
り、…雄は左行し、地は右行す」（『潅南子・天文訓』）、「天は左旋し、地は右周す。猶し君臣陰
陽相対向するがごとし」（『芸文類聚・天部』所引のr白虎通』）などは、すべて天を主体にした
表現である。北極星にたいする信仰をもつ中国で、「天子は南面し」、左が朝日ののぼる東と
なる方位観が古代からあり、それが日本にもうけつがれたとみてよい。『古事記』の記事の
イザナギ・イザナミのばあい、回り方に問題があったのではなく、男女の秩序が女男とひっ
くりかえったことに結婚失敗の理由があった。
　天子の側からの南にむかっての左回りは、臣下の側が北に面したばあいには右回りとなる。
民俗の右回りの習俗は中国古代の左回り習俗の正面を変えたものにすぎず、おなじ思想に由
来することがあきらかである。
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　右回りの民俗の由来は、中国の古典が一致してのべるように天の運行の右回りにもとめる
ことができる。天の運行にしたがって、人間も宇宙軸に見立てられた柱の周りをめぐること
によって秩序が更新され、それにともなって人間の生命も更新される。その宇宙軸が佛教で
は聖なる仏や仏塔となり、日本の民俗社会では湯立ての釜であったり、櫓であったりする。
これらは神や仏がそこに降臨する依代であり、宇宙軸としての柱とおなじ意味をもっている。
　漢字圏で文字を向って右から書き始め、絵巻を右から開いてゆく習俗の由来もこれで理解
できる。重要なもの、神聖な存在は右からあらわれるのである。
　このような右回り重視の観念とはべつに、日本の民俗に左回りが存在するのはなぜか。中
国の古代に左（右回り）を天、君主、雄、男、陽とするのにたいし、右（左回り）を地、臣
下、雌、女、陰とする観念があることはすでにみた。この二つの観念は、本来は相補的二元
構造観つまり先にあげた五つの説のうちの2であるが、あわせて優劣、順逆の関係にも容易
に転化する。その段階では、5の左回りを魔ばらいとする観念も生まれてくる。
　右回り、左回りの民俗は、中央に聖なる存在があるときは、その周辺をまわることによっ
て聖なるものの力をとりこんで、秩序と生命を更新する目的をはたすことになる。しかし、
中央になにも存在しない空間を旋回する例も多く、そのばあいには東西南北の神々を歴訪す
ることによって、それぞれの神々の力と同化することを意味していた。
　右回り・左回りの民俗と空間認識は、日本社会に浸透した南北軸重視の中国の天の思想の
影響の強さをしめすことになる。しかし、右回り、左回りの民俗はたんに南北軸重視にとど
まらず、東西軸重視の太陽の思想があわせて習合していることにも注意しなければならない。
北極星を基準とした南北軸と、太陽を基準とした東西軸の二つの観念が一つに合わされた強
みでもあった。日本社会における南北軸、東西軸の問題についてさらに検討をすすめる。
東西軸の重視
　日本の古代に東西軸重視の観念が存在したことについては、これまでかなりの数の研究者
が論及している。
西郷信綱　『古事記の世界』岩波書店、1967年
吉村貞司　『日本古代暦の証明』六興出版、1981年
吉野裕子　『日本の古代呪術』大和書房、1974年
吉野裕子　「日本古代信仰にみる東西軸」『東アジアの古代文化24号』大和書房、1980年
大和岩雄　『神々の考古学』大和書房、1998年
山折哲雄・上田正昭・中西進『古代の祭式と思想　東アジアの中の日本』角川選書、1991年
などである。
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　日本文化の重要な部分を陰陽五行思想で解読して成果をあげている吉野裕子氏は、太陽を
基準とした東西軸が、日本の古代の原始信仰軸であったとして、「東方の神界・常世国と西
方の人間界をむすぶ東西の軸を、古代信仰軸とすれば、この東と西の二極に、この二極の統
一体としての中央の穴を加えた、東・中央・西の三極が、日本古代信仰をもっとも具体的に
表現するものとして考えられよう」とのべ、そこへ北方重視の陰陽五行思想が文字とともに
移入された結果、「原始信仰は複雑化し、哲学的に深められ……信仰軸の多極・多様化」を
まねいたと説いている（『日本の古代呪術』）。
　東の朝日の地・伊勢の伊勢神宮にたいし、西の夕日の地・出雲大社という説ははやく西郷
信綱氏にみられる（西郷氏前掲書）。この西郷氏や吉野氏の説をうけて、大和岩雄氏はさらに、
出雲大社や伊勢神宮の社殿配置にまでふみこんで東西軸重視の信仰を立証する。
　大和王権は中国を見習って、子午線を重視したから、大和王権下の神社の多くは、社殿
も神殿も南面の子午線重視である。しかし出雲大社は、社殿は南面しているが、神座は西
面している……中国の子午線重視の思想が入ってくる以前の、縄文時代からの東西線重視
によって、もっとも大事な神座は、南面させなかったとみるべきであろう。（大和氏前掲書）
　大和氏はさらに伊勢神宮や大嘗祭の社殿・神座の配置に言及しているが、ここでは伊勢神
宮についての発言を引用しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おきたま　　　　みやび
　こうした東西軸への固執は、前述したように伊勢内宮の正殿内の興玉神と宮比神が東西
に並んでいることや（両神とも縄文時代の立石と同じように石が神体）、外宮では宮比神は
土御祖神と呼ばれ、土宮の祭神になっているが、この宮のみが東面（冬至日の出の方位）
していることからも証される。（大和氏前掲書）
　このように、日本の伝統的な東西軸重視の信仰が中国からはいった子午線軸（南北軸）重
視の信仰と習合して複雑化したことは多くの研究者が一致している。しかも、子午線軸重視
の信仰が北極星重視の天の信仰にもとつくことも共通理解になっている。この点についての
山折哲雄氏の発言を引用する。
　どうも南北を神聖軸とする背後には北極星信仰があるかもしれない。太陽信仰、日月信
仰というのが東西を神聖軸とするコスモロジーを生み出したとすると、北極星信仰という
のは南北を神聖軸とするコスモロジーを生み出したのではないかと思うのです。どうも日
本の神社仏閣の設計プランは、後に中国の天子南面思想の影響を受けて南面するようにな
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るのですけれども、しかしそれによって古くからあった東西軸に基づく空間認識はかなら
ずしも否定されることがなかったということではないでしょうか。（山折哲雄氏ら前掲書）
　山折氏の推定がすべてあたっていることはいまさらいうまでもない。問題は日本の伝統的
な東西軸重視の信仰の由来についてきちんとした認識が研究者のあいだに成立していないと
いうことである。
　私はこれまでくりかえし、太陽を信仰する中国の南方原理についてのべてきた。日本の伝
統といわれる東西軸重視の信仰はけっして日本固有のものではなく、中国南方の太陽信仰の
移入の結果であるという私の主張は、かなり独自なものであることが、先人の説の吟味であ
きらかになった。
　中国の太陽信仰
　ここで中国の太陽信仰について、これまでに提出された主要な説を紹介しておく。いずれ
も太陽にたいする信仰が古代の中国では重要な位置をしめていなかったと論じる日本人の中
国研究者や神話学者の説である。
　その一つは中国古代史研究家の尾形勇氏の論である。（山折哲雄氏ら前掲書）
　朝日が昇って、それを拝むという儀式は確かに中国にありました。そして皇帝というあ
の権力者が出てきた時代、漢、魏晋南北朝、階、唐を通しまして、こういう儀式は国家の
儀式として確かにあったのです。ところがいろんな意味でこれは大した儀式とは思われて
いなかったということも言えるのであります。
　中国で最も大切なお祭りは何かというと、それは天と地を祀るお祭りでありまして、こ
れは国家的儀式として毎年行われています。とりわけ天の神様を祀るというのは大変重要
な儀式でありまして、こういう儀式はどこで行われたかというと、都を南に出外れた南の
郊外でこれが行われます。そして、東の郊外に行われる太陽をお祀りするもの、西の郊外
で行われる月をお祀りするものとは全然別な場所、つまり南の郊外、南郊の祭りというの
が最も際立って重要な祭りであり、東の郊外の祭りというのは大したことはないのであり
ます。
天の神様、地の神様が社長だとすると、月の神様、太陽の神様は部長、課長クラスであ
るということです。
尾形氏はこの結論を唐の時代の国家祭祀を集成した書『開元礼』を分析することによって
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みちびきだしている。たいへんな労作である。しかし、古代中国の研究者が直接に依拠する
資料は、北方巨大帝国の内部で制作された文献資料である。そのような資料がさししめす中
国の祭りは天を重視する北方原理にもとつくものである。太陽祭祀が部課長止まりであるの
も当然である。
　さらに最近刊行された中国の太陽信仰に言及した二冊の書を検討してみる。
　一冊は松村一男・渡辺和子両氏編の『宗教史学論叢7　太陽神の研究上巻』9）である。そこ
には、
　池澤優氏「中国の太陽（神）祭祀の諸類型一太陽の象徴と象徴としての太陽一」
　森雅子氏「太陽神列伝一古代中国における太陽崇拝の残影一」
という二つの論文がおさめられている。
　もう一冊は、林巳奈夫『中国古代の神がみ』10）である。
　まず池澤論文である。「中国においても太陽または太陽神に関して多くの宗教現象が存在し
たが、一見すると、それらは重要ではあったが、突出した地位を占めていないように見え
る」と中国の全信仰体系に占める太陽信仰の位置付けをまずおこなったのち、「しかし、そ
れは太陽の持つ宗教的意義が抽象化され、別の神格に昇華されたためであり、太古において
宗教的基盤として太陽崇拝が存在したことを想定することは不可能ではないように思われ
る」として、「新石器時代に太陽神儀礼が存在した可能性」「段代の太陽祭祀と十日神話」「儒
家儀礼と王朝祭祀における太陽祭祀」と三節にわたって、中国史を縦断し、太陽祭祀の概観
をおこなっている。
　つぎに森論文である。「他の古代文明圏とは異なり、中国には太陽神もしくは太陽崇拝の明
確な痕跡は残されていない」とこちらも太陽崇拝の位置付けから出発しながら、文献資料と
考古資料によって「僅かにその残影を止めている太陽神を抽出し、その（仮説）列伝を作成
する」とのべて、〈義和〉〈日中の烏〉〈束君〉以下全十二種の神々をとりあげて、日中の学
者の論考を参照しながら、その神が太陽神であった可能性をさぐっている。
　この二つの論文には共通する論旨がみられる。
　1　中国では太陽神の信仰はさかんではなかった。
　2　しかし、文献や考古資料によって、太陽信仰の痕跡や転化した姿をさぐることはでき
る。
　私は、しかし、「中国では新石器時代の昔から太陽信仰はさかんであったし、いまもさかん
である。ただし、それは南方の農耕少数民族が主として保持した信仰であり、その実態の把
握は文献資料だけでは不可能であって、民俗調査や考古資料によるほかはない」とつよく主
張したい。このように主張する私にとって興味ぶかい書が、林氏の『中国古代の神がみ』で
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ある。林氏は考古資料を駆使して、これまで中国の古代文化について数々の著作を世に問う
てきたすぐれた研究者である。その方法論はこの書でも一貫している。
　紀元前五千年の河娚渡遺跡から出土した二羽の鳥が炎を発する円盤をいだく図様、それを
うけついだ紀元前二千年の良渚遺跡から出土した玉器にきざまれた大きな目の怪人の模様を
ともに太陽神であったと考証した氏は、さらに太陽神の系譜を紀元前二世紀後半の山東省の
竜山遺跡の渦巻き状の巨大な目をもった神面にまでたどっている。
　中国南方の河栂渡遺跡の出土品に太陽信仰の源流をたどった林氏の論は、とくに氏独自の
見解とはいえないが、明晰に、説得的にかたる氏の論証は、私にとってはありがたい援軍で
ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうてつもん
　ただ、私が納得できないのは、「五饗饗＝帝」の章で、青銅器によくみられる饗甕紋を
太陽神の後喬とし、「帝」という文字はその変化したものと説いている点である。饗黎につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶた
いては前漢時代成立の『神異経』に「西南方に人がいる。体に毛が多く、頭上に家をいただ
　　　　　こんあく
いている。狼悪のように食禁で、蓄財して使わず、人の穀物を奪うことに秀でる」11）と記述
されている怪獣である。中国の怪獣は、竜に代表されるように、各種の動物が合体して生ま
れてくるばあいが多く、それらの動物はトーテミズムの対象になるものが多い。この怪奇な
神の像が太陽神であり、帝の字形の原型だとするなら、中国の北方大帝国において、天帝や
皇帝が星辰の神格化であって、太陽神がその下位に位置付けられている事実の説明がきわめ
て困難である。
　ちなみに、白川静氏（『字統』平凡社）は、「帝」について、
　神を祀るときの祭卓の形。示も祭卓の形であるが、帝はそれに締脚（くくった足）を加
え、左右より交叉する脚を、中央で結んで安定した大卓をいう。最も尊貴な神を祀るとき
のもので、その祭祀の対象となるものもその名でよんだ。すなわち帝を祀る祭卓の意であ
る。
と説明している。この説明のほうがはるかに納得がゆく。
縄文時代にさかのぼる日本の太陽信仰
　日本に中国の太陽信仰がはいってきた時代は古い。日本の太陽信仰は縄文時代にまでさか
のぼってその存在を推定することができる。縄文人があきらかに太陽の運行に関心をもって
いた事実をしめす遺跡がいくつか存在する。
　1993年春に栃木県の小山市で発見された縄文時代中期～晩期の遺跡である寺野東遺跡から
は、土偶や石棒、石剣などが豊富に発見されている。直径175メートルにおよぶ巨大なドーナ
ッ状の盛り土遺構を長期にわたってきずき、そのなかに墳墓ももうけられ、葬送儀礼だけで
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はなく、さまざまな祭りのおこなわれた多目的な祭祀場であったことがあきらかになってい
る。その場にたつと、南西の方角に筑波山がぽっかりとうかんでみえ、しかも冬至の日には、
その筑波山頂上から朝日ののぼることが確認されている12）。
　縄文人が夏至や冬至をはっきりと意識していたことをしめす遺跡はほかからも発見されて
いる。縄文晩期の遺跡である秋田県鹿角市の大湯の環状列石である。この遺跡からは、墓墳
や人間の脂肪酸が検出されたことから墓地であったことは確実であるが、やはり多目的な祭
祀場であった。大湯環状列石には、万座と野中堂とよばれる二つがあり、それぞれが石を大
量にはこんできて、大きな二重の輪を構成している。外の輪の直径は約42メートルにおよぶ。
　この大小の環のあいだに、通称「日時計」とよばれる石柱の遺構がある。中心にほそなが
い石をたて、その周りに放射線状に石をならべている。二つの遺構の中心をむすぶ線は東西
線からおおよそ三十度前後の方向をしめしており、その線はちょうどこの地方の冬至の日の
出（夏至の日の入り）にあたっている。この事実から小林達雄氏はつぎのようにいう。
　いうまでもなく、夏至の日には太陽は東の空のいちばん北寄りの山並みに沈む。冬至に
近づくにつれて、この逆だ。昇る時は東の、没する時は西の山並みのいちばん南寄りに、
である。そして、冬至はしだいに日足が短くなって、ムラを出て暗くなるまでに帰って来
ようとすれば、夏至の頃と比べて遠出の距離は極端に短くなり、それだけ活動範囲などが
制限される。つまり、冬至は日の出・日の入りの位置や方位ばかりでなく冬枯れの景色や
肌を刺す寒さなど身体全体で応えるものであった。冬至の翌日から日の出・日の入りの位
置はしだいに北に移動し始め、新しい世界の復活を思わせるのである。その日にこそ、重
要な祭事を執り行ったのかもしれない。（前掲書）
　縄文時代の日本に太陽信仰が存在した可能性をしめすものとして、ほかに「太陽を射る話」
がある。
　垂仁天皇の時代のこと、九つの太陽が空にかがやくという不思議がおこった。天文博士を
よんで占わせてみると、北の端は本物の太陽だが、南にならんでいる太陽はカラスのばけた
ものであり、地上から八町（約900メートル）の高さにあるが、射手に命じて射おとさせな
いと天下の大事件になるだろうと報告した。さっそく弓の名手八人に勅命がくだった。八人
は武蔵国入間郡にたかい足場をかまえ、梯子をかけてのぼった。時に垂仁天皇十八年二月十
日の辰刻のことであった。
　天皇はこれをご覧になるため武蔵に行幸された。八人の射手がそれぞれ神に祈念して矢を
はなつと、八本の矢はみごとに太陽にあたって、筑紫国日向宮崎郡に落下した。
　難波の都におかえりになった天皇のもとに落下した八つの太陽が献上された。身長一丈五
尺（約4．5メートル）、尾の幅は一丈六尺（約4．8メートル）、くちばしは三尺八寸（約1．1
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メートル）もある大きなカラスであった。その首をきらせてみると、玉が一個ずつはいって
おり、そのなかにそれぞれ一寸六分（約5センチ）の釈迦像が一体おさまっていた。そこで
その八っの玉を各地の神社にまつり、射手たちには坂東八か国、天文博士にも領地があたえ
られた。
　　　　　　　　　　　　ばんりゅう　　　　　　　　　　　こうえきぞくせつべん
　江戸時代中期の国学者井沢蠕竜の考証随筆『広益俗説弁』（1715年）が紹介している話で
ある。蠕竜は信じられない俗説としてしりぞけているが、埼玉県狭山市入間川には「むかし
太陽が二つ出て、人も動植物も炎熱にくるしんだので、勅命によって弓で一方の太陽を射た
ところ、一つの太陽がきえるとともに、三本足のカラスがどうと地におちて、その血があふ
れて川を逆流していった」というよく似た伝説がつたえられている13）。
　この種の太陽を射る話は日本にひろく流布している。岡正雄はおなじ系統の話が、日本で
は岡山、奈良、熊本などにあることを報告し、さらに世界各地の類例の分布に眼をくばり、
東アジアでは中国に伝播の中心があり、日本へのこの話の伝来は幾度にもわたっていたであ
ろうと推定している14）。また、萩原法子氏は三本足のカラスとウサギを的にする民俗行事の
オビシャは射日神話の変化であるとして、八十四か所の調査報告にもとついて論を展開して
いるi5）。
　太陽を射る話いわゆる射日神話は中国のいくつかの文献に出てくる。その一つ、中国古代
の地理書『山海経』（前漢以降の成立）には、
　　　　　　　　　　　　　　ぎ　か
　東南の海の外、甘水のほとりに義和の国がある。女性がいて名は義和といい、ちょうど
いま太陽を甘淵で水浴びさせている。義和は皇帝俊の妻で十個の太陽を生んだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大荒南経）
　湯の谷のうえに扶桑（古代中国で日の出る東海のなかにあるとされた神木）がある。こ
こは十個の太陽が湯浴みするところである。黒歯国の北にある。水のなかに大木があって、
九個の太陽は下の枝におり、一個の太陽が（いま出ようとして）上の枝にいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海外東経）
とある。『山海経』には古代中国の神話と伝説が集成されている。皇帝俊の妻の義和が十の
太陽を生み、甘淵（湯の谷）で湯浴みさせ、それらの太陽が東海の扶桑の木にとまって、一
個ずつ空にのぼるという伝説があったことをつたえている。
　この伝説にはつづきがある。中国の前漢時代の道家を中心とした思想書の『潅南子』にお
およそつぎのような内容の話がつたえられている。皇帝尭の時代にこの十個の太陽が一度に
空にのぼるという異変がおこった。そのために穀物や草木がみな枯れてしまい、民は食物も
　　　　　　　　　　　　　　　　げいなくなってこまりはてた。そこで尭は葬という弓の名人に命じてそのうちの九つを射落とさ
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せたところ、その太陽のなかにいたカラスが死んで羽をおとし、空には一つの太陽だけがの
こって、民は焼死をまぬかれたという。
　射日神話は十の太陽が交替で出る『山海経』のつたえる型が原型であったのであろう。そ
れが本来交替で出てくるべき太陽がなぜか一度に出たという『潅南子』型にかわったものと
おもわれる。
　この奇妙な伝説のさししめす意味についてはいくつかの説が提出されている。
　その一つは古代における暦法の改革として説明する何新氏の説である16）。十個の太陽とは、
天上に十個の太陽があったのではなく、十干十二支のうち、十干だけを基準として一年を
十ヶ月とする暦法が古代の段（商）でおこなわれていたと主張する。このような暦法は当然
不正確で誤差が累積した。そのために暦で予告した寒季が暑季になってしまった。それが十
の太陽の出現だという。その股が中元に侵入し、そこでおこなわれていた十二支による暦法
を採用し、十干による法を廃止した。これが「十日を射る」の意味だという。
　ほかの一つも般代にこの話の起源をもとめている。駿の王室は『史記』などでは一つの家
系として描写されているが、じつは、相互に婚姻関係をもち、十干の名でよばれる十個の家
系の集合体であり、王はそこから交代で選出された。彼らは十個の太陽を尊崇し、十個の親
族集団をその末喬であると信じた。それが十個の太陽神話を生んだという17）。
　いずれにしても、般の時代は紀元前十五世紀から十四世紀であり、日本の縄文時代中期に
あたる。かなり古い時代から日本に暦法とそれをささえる太陽信仰がはいっていた可能性は
信じられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（すわ・はるお）
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　　　諏訪春雄
　日本人の空間認識に顕著にみられる傾向として右回りがある。17世紀以降の江戸をえがい
た屏風、地図の類の空間配置はすべて右回りであり、京都、大坂の地理案内書も右回りであ
る。現在の日本の民俗にも多くの右回りの習慣をあげることができる。一方、右回りの習慣
ほど顕著ではないが、日本人に左回りの習慣もある。
　なぜ、日本人の民俗に右回りが有力なのか。そして、他方で、わざわざ左回りに固執する
民俗があるのはなぜなのか。
　佛教の教義では、右回りを尊重し、左回りを不吉としている。また、左を聖、右を俗とし、
両者を補完しあう関係とかんがえる理論もある。そのほか、いくつかの説明がこれまでに提
出されている。中国の古代には右回りを天、陽、男、君として尊重し、左回りを地、陰、女、
臣下として、低くかんがえる思想があった。この中国古代思想は、天の北極星にたいする信
仰にもとづき、子午線の回転によって、世の中の秩序が進行するという考えが根底にあった。
こうした子午線つまり南北軸重視の思想が日本の民俗の右回り重視の慣習を生んだと見るこ
とができる。さらに、日本人の場合には、もう一つ、太陽にたいする信仰に由来する東西軸
重視の思想が、右回りの民俗を支えていることに注意しなければならない。日本の右回りの
空間認識は天の信仰に由来する南北軸重視と、太陽の信仰に由来する東西軸重視の二つの思
想にささえられているところに、その強みがあった。日本社会に左回りの民俗が部分的に存
在するのは、中国の古代思想にあきらかなように、劣位の観念として、右回りを補完するも
のである。
　中国の北方大帝国には天の信仰がさかんであり、南北軸重視の思想がゆきわたっていた。
それにたいし、古代日本には、中国の南方少数民族におこなわれていた太陽信仰にもとつく
東西軸重視の思想がさかんであった。東西軸重視は、天の信仰よりも古い信仰として、日本
の現代にまでつづく民俗慣習の基本原理となっている。
　キーワード【空間認識　右回り　左回り　南北軸重視　東西軸重視】
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Space　Recognition　of　the　Japanese
　　　　　　　　　　　Haruo　Suwa
Key　word；・the　space　recognition，　the　right－handed　rotation，　the　left－handed　rotation，　importance
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論文要旨
to　north－south　axls，　importance　to　east－west　axls・
　　Space　recognition　of　the　Japanese　is　characterized　by　the　right－handed，　namely　clockwise，
rotation．　From　the　early　seventeenth　century，　the　maps　of　Edo　were　generally　drawn　on　the
clockwise　system，　as　were　the　maps　of　Kyoto　and　Osaka」n　the　present－day　f61k　customs　of　the
Japanese，　we　can　see　many　examples　of　the　right－handed　rotatlon．
　　On　the　other　hand，　in　the　fblk　customs　of　the　Japanese，　there　are　a　few　examples　of　the　left－
handed　rotation，
　　Why，　do　we　have　both　ways　in　Japan？
　　In　the　ancient　northern　Chinese　empires，　people　had　faith　in　the　heavens．　Faith　in　the　heavens
attaches　importance　to　the　north－south　axis．　On　the　other　hand，　in　the　southern　China　people　had
faith　in　the　sun．　Faith　in　the　sun　attaches　importance　to　the　east－west　axls．
　　Both　Chinese　faiths　influenced　the　Japanese’s　clockwise　orientation．　The　Japanese’s　left－
handed　rotation　found　in　folk　customs　is　complementary　ln　lts　nature．
217
